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注意事項

1.試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2.解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

3．解答用紙 1枚・下書用紙2枚は，この冊子の中に折り込んであります。

4 試験終了後問題冊子・下書用紙は持ち帰りなさい。
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数学

次の I' 1I' 皿， Nの設問について問題文の［~にあてはまる適当なものを，
解答用紙の所定の欄に記入しなさい。

I △ABCは3辺の長さの和が6であり， BCの長さはABの長さより 1大きい。

ABの長さをxとおくと， BC＝［口］， CA＝［口］と表される。また， xが

取りうる値の範囲は［口J<xく［ここlである。 Al{・ BC cos Bをxの式で
すと ［ロコとなる。 AB2• BC2 sin2 Bをxの式で表すと［ロニlとなる。ゆえ
に△ABCの面積はxを用いて［ロニ|と表すことができふこれが

□ <xくロコにおいて最大となるのは， x=口］のときであり，そ
のときの△ABCの面積は［ロニ|である。
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Il 実数全体で定義された関数I(x) = rf -x -20について， /(X)= 0を満たす

xで最大のものをpとおく。ただし． eは自然対数の底であり，

2. 718 < e < 2. 719 

を満たす。

〔l〕f(x)は x=［こ］のとき最小値［ロニ］をとり，方程式 I(x)= 0の解

の個数は［三］個である。またf(x)<Oを満たす整数xの中で最小のも

のは［こ］である。

〔2〕 nを自然数とする。 nが不等式立;-< e＜久土上を満たすならば
10 10 

n =口てある。また， n が不等式］ぺe<~ を満たすならは

n =□□である。
［3〕 1より大きい定数aに対して．実数全体で定義された関数

g(x) =が一 x-20は x=［口のとき最小となる。また，g(x)= 0を

満たすxで最大のものをqとするとき，q<pが成り立っための必要十分条件

は， aが不等式［口］を満たすことである。

〔4〕f(x)<Oを満たすxで整数であるものは合計［ここ］個存在する。

（注）解答欄に対数を使用する場合．自然対数log("'log』を用いること 3
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m 有理数からなる数列{a,, }, { b,, } (n = 1, 2, 3,…)が次の式を満たす。
(2+乙）”=a,，＋喜l)Il

〔1〕 al=口，か＝口である。 a,,+1, b11+1をa11, b,,を用いて表すと，

a，戸1=口 a,'十二 b,,, b11+1 = a,,十ロコ b,l

となる。たたし ［口こ］， [~' ［口こ］は有理数てある。

〔2〕 e,1 = a11 +`9l, d,1 = a,l―`11 とおくと， Cn+l=［口］ Cn,

dn+l =ロコ丸であり，また， C，心を nを用いて表すと C/1佑＝ロコ

である。 an, 仇の一般項は

a,,= 

（二）’'＋（口）11
2 

（ロコ）n-（ロコ）n
b,l= 2ば

であることがわかる。ただし ［こ：］， ［口□］は定数である。
n n 

〔3〕 自然数 nに対して， Sn= ~ ak―/52 b,1 とおくと，
k=l k=l 

凸い｝1=二＋口げ

である。ただし ［口］＇ ［こ］は有理数である。
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W 多面体の 2つの頂点が， 1つの辺の両端であるとき，その 2つの頂点は隣接して

いると定義する。

以下，多面体の頂点から頂点に移動する動点について考える。頂点にある動点は，

その頂点に隣接する頂点のいずれか lつに同じ確率で移動する。 nを0以上の整数

とする。

〔1) 図のような正四面体の，ある 1つの頂点について，それと隣接する頂点は

ロコ個ある。正四面体のある 1つの頂点から出発した動点を考える。動点

が3回移動した後に出発した頂点にある確率は［ロニ］である。動点がn回

移動した後に，出発した頂点にある事象を出とする。ただし， A。は全事象と

する。このとき， n~ lについて条件付き確率は

p11,, 1 （ふ） ＝ ［こ］， P~(All)=［二］
である。 P(A。)= 1より， P(A,,)をnの式で表すと， P（ふ） ＝ ［ロニlで
ある。

〔2〕 正八面体のある 1つの頂点について，それと隣接する頂点は［ロニ］個ある。

正八面体のある 1つの頂点から出発した動点を考える。動点が n回移動した後

に出発した頂点と隣接した頂点にある事象を凡とする。ただし， B。は空事

象とする。このとき， PB，！ー1(瓦） ＝ ［ロニ］である。 P(B。)= 0より，動点が

n回移動した後に出発した頂点にある確率を 11の式で表すと［ロニ］である。
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